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2
0
1
1
年
3
月
11
日
、
私
た
ち
は
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有
の
災
害
に
遭
遇

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
こ
の
災
害
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
多
く
の
教
訓
を
学
び
取
り
、

次
代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
こ
そ
私
た
ち
が
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
思
い
の
中
、
多
く
の
方
々
が
様
々
な
観
点
か
ら
研
究
を
さ
れ

て
お
り
、
再
び
同
様
の
事
態
が
起
こ
っ
た
時
の
対
応
策
を
考
え
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、「
災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
考
え
方
が
出
て
き
て
お

り
ま
す
。
大
き
な
け
が
を
受
け
た
方
や
、
い
わ
ゆ
る
P
T
S
D
（
精
神
的
な
大
き
な
衝

撃
）を
負
っ
て
し
ま
っ
た
方
に
対
す
る
治
療
が
大
切
な
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
さ
ら

に
踏
み
込
ん
で
み
ま
す
と
、
長
期
化
す
る
避
難
生
活
や
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
お
く
る
に

つ
れ
、
身
体
的
に
動
け
な
く
な
る
高
齢
者
や
身
体
障
が
い
者
が
大
勢
出
て
く
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
、
可
能
な
限
り
早
期
に
（
あ
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
は
災
害
発
生
か
ら
1
週
間
以
内
に
開
始
す
べ
き
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
）
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
す
る
こ
と
で
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
状
態
に
な
る
前
に
対
応
し
て

い
く
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

当
然
、
そ
う
し
た
事
態
を
想
定
し
た
専
門
家
の
育
成
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
な

り
ま
す
。
日
本
全
国
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
も
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
千

葉
県
に
お
い
て
も
千
葉
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
進
め
て
い
く
べ
く
努

力
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
避
難
生
活
を
お
く
ら
れ
て
い
る
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
う
し
た

動
き
も
今
後
の
災
害
時
の
対
応
に
向
け
て
の
一
助
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

特　集
何度でも復習しておきたい！
正しい応急手当を学ぼう♪	 1

ミレニアム通信
「千葉を日本のシアトルに！」
救命の輪を広げていこう！！	 4

新　風—千葉県の医療情報紹介—
原因不明の不調から
心も体も救う漢方の知恵	 6

アスリートに聞く！ 〜スポーツとカラダづくり〜
クボタスピアーズ	主将	立川直道さん		 8

からだのソラシド♪ マナボっと
成長期のみなさんに警告！
使い方次第で悪者に変身するスマートフォン 10

21世紀を「健康の世紀」に…。
その願いから「ミレニアム（新千年紀）」と名付けました。

目　次 こども相談室
子どもの花粉症	 13

千葉県インフォメーション
自殺対策
骨髄バンクにご協力を
結核は過去の病気ではありません		 14

こころの健康
気分障害について

（その 3		メランコリー親和型という古典）		 16

元気からだ！ Ｑ＆Ａ
正しい耳垢掃除について	 17

旬食野菜クッキング
さつまいもプリン	 18

医師会インフォメーション
間違い探しクイズ	他	 21

2015
September 第54号

千
葉
県
医
師
会
理
事　

李り　

笑そ

ぐ求	

医
師

災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン



何
度
で
も
復
習
し
て
お
き
た
い
！

正
し
い
応
急
手
当
を
学
ぼ
う
♪

監	修

千
葉
県
医
師
会

救
急
・
災
害
医
療
対
策
委
員

中な
か
む
ら村	

眞ま

さ

と人	

医
師

「R
ラ イ ス

ICE」という４文字を覚えて対処しましょう。もちろん、
ねんざや打撲の時もＯＫです。
R＝	REST（安静にする）
	I		＝	ICE（冷やす）
C＝	COMPRESSION（圧迫する）
E＝	ELEVATION（患部を心臓より高い位置に上げる）

小さな砂や異物などが皮膚の中に残
らないよう、流水で患部をよく洗う。
＊	良く洗ったつもりでも、異物が残っている
場合があるので注意。

突き指  安静にして、冷やす！

擦り傷
流水で洗う！

ハチに刺された
針の抜き方、俗説に注意！

指や腕の切断
圧迫止血と４℃に保存！

動物にかまれた
流水でよく洗う！

みなさんは、家族の緊急事態に
正しい応急手当をする自信はありますか？
家族の緊急事態に慌てることのないように、
応急手当をしっかり学びましょう。

▼	患部を動かさず安静にして冷やす。
＊	皮膚に直接氷をあてないように注意！

▼	腫れや内出血、うっ血などを防
ぐために、患部を心臓より高い
位置にする。

［腫れがひどい場合］
内出血、もしくは骨折している場合があるので
包帯などで軽く固定し、医療機関を受診する。

▼	針が刺さっている場合は針を取り
除く。この時、針の取り方が重要！

（右図参照）
▼	流水で患部を良く洗う。
▼	傷口の周囲をつまんで、血液と

ともに毒を絞り出す。
	 薬（抗ヒスタミン系成分を含むス

テロイド系軟膏）を塗って、氷や
アイスノンで冷やす。

＊	アナフィラキシーショック症状（呼吸困難・肌が青紫色にな
る・悪寒・動悸など）が出た場合は、大至急医療機関を受
診するか119番通報する。

▼傷口に清潔なガーゼ等をあて、
その上から包帯を強めに巻いて
圧迫止血（包帯の根元をひもで
縛って固定）する。

▼	切断した指は、ビニール袋に入
れるかサランラップにくるんで、
氷入りの袋か容器に入れ、けが
人とともに医療機関へ搬送。

＊	切断された指は直接氷水に入れるの
は禁物。 感染を起こし、再接着でき
なくなるので注意。

▼自宅のペットだからと油断せず、
小さな傷でも流水でよく洗う。

▼清潔なガーゼを当てて医療機関
を受診する。

以前は消毒をしたり絆創膏を貼ったりしていま
したが、今では洗浄が主流です。 ただし、傷
口が広く大きい・化膿している場合など傷の治
りが悪い時は、医療機関を受診するようにして
ください。

再接着が可能・不可能は切断の状態と切断指
（肢）が約４℃の状態に保存されていること、
切断後８時間以内程度とされています。

日本では狂犬病はまず見られませんが、海外
ではイヌに限らず、ネコ・キツネ・狼・スカンク
などによっても狂犬病ウイルスは感染しますの
で、注意が必要です。

以前は患部を引っぱってい
ましたが、間違いですので
しないようにしてください！

口で毒を吸い出す行為は間違って
います。 また、おしっこをかけろ
という話などは俗説ですので行わ
ないでください。

カード状のもの
などで横から払
うように取る。
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ぎっくり腰
安静にする！

やけど
服の上から冷やす！

のどの詰まり （多くは食事中の事故）

患者の状態によって対応が変わる！
目の異物
絶対に目をこすらない！

どんなやけどでもすぐに流水で冷やす（強
い水圧の場合は洗面器に少量の氷で氷水
を作り、患部をつける）。
＊	冷やす時間は20～30分、ズキズキする痛みが
やわらぐのを目安に。広範囲のやけどの場合は、
全身を冷却し続けると低体温になる可能性があ
るので、10分以内に。

［ゴミなどの異物］
数回まばたきをして目を閉じている
と、涙と一緒にゴミが自然に流れ出
る。 それでも取れない場合は、水を
はった洗面器に顔をつけてまばたきするか、白目にあれば
水を含ませた綿棒でそっと取る。
＊	痛みが治まらなければ、医療機関を受診する。

［洗剤など］
仰向けに寝た状態で、水を入れたビニール袋に針で穴を開
けて、水を目の鼻側からポタポタ流し、洗剤を洗い流す。
その後、必ず医療機関を受診する。

［鉄粉やガラスなどの破片］
状況によりますが、基本的にはすぐ
に医療機関を受診すること。
＊	ガラスなどの破片が刺さった方の目に小タオルで台座を作り、その上
から両目を覆って受診する。（右図参照）

溺れた　反応によっては、心肺蘇生！

時代とともに、正しい手当方法が変わってくることもあります。
今一度、確認しておきましょう！

［のどや胸が詰まった感じの時］
呼吸ができている状態：あわてず医療機関へ

［突然苦しがった時］
窒息状態・顔が紫色の状態：応急処置と119番通報

［応急処置 / 背部叩打法］
▼	傷病者を立つか座らせた姿勢でうつむ

かせる。
▼	後方から手のひら基部（手首に近い部

分）で左右の肩甲骨の中間あたりを力
強く何度も連続して叩く。

＊	他にハイムリック法などもありますが、消防局で
の講習を受けることをお勧めします。

傷病者の反応と呼吸を確認。
［意識がはっきりしている場合］
▼	自発呼吸の再開後は、水の吐き出しに備えて身体を横向きにする。
▼	タオルや毛布にくるんで保温。
＊	飲み込んだ水は自然に排出されるので、無理に吐かせないこと。

［反応なしの場合］
すぐに心肺蘇生を。
＊	AEDを使用する場合は、乾いたタオルで胸部の水をふきとってから電極パッドを
貼りつけること。

［全世界共通の合図］ チョークサイン
自分が窒息を起こした場合、周囲の人に助
けを求める世界共通の合図です。ぜひ覚え
ておきましょう。

ぎっくり腰と思っても、レントゲン・CT・ＭＲＩの結果によっ
ては原因が異なることもあるので医療機関を受診してく
ださい。

軽症に見えても、飲み込んだ汚水や砂泥により後で
肺炎や呼吸障害を起こすこともあるので、必ず医療
機関を受診してください。

水ぶくれができても破らないでくださ
い。

▼腰に負担がかからない姿勢で安静に
する。例えば横向きに寝てひざを曲
げるか、仰向けに寝てひざの下に丸
めた座布団などを置き、ひざを高く
する。

＊	この時、腰にさらしやコルセットをきつめに巻
くと痛みがラクになる。

2



❶ 意識の確認

❸ 呼吸をみる （心停止の判断）

❷ 気道確保 （頭部後屈あご先挙上法）

❹ 絶え間なく質の良い胸骨圧迫

胸骨圧迫とＡＥＤ

救急蘇生法 / 絶え間ない胸骨圧迫
救急車が到着するまでの平均時間は約8分。 心肺停止から10分以上経過すると、ほとんどの命
は助かりません。 命を助けるのは、そばにいるあなたなのです。 だから、一人でも多くの県民
のみなさまに、この心肺蘇生方法を知っていただきたいと思います。

「聞こえますか？」と声をかけ、肩をたた
いて意識の有無を確認。

▼
反応がなかった場合は、大きな声で協
力者を求め、119番通報とAED の手配を
依頼。
＊	質のいい胸骨圧迫には交替できる協力者が必要。

傷病者が心停止を起こしているかを判断するために呼吸を
みる。
呼吸をみるために、顔に頬を近づけて傷病者の胸部と腹
部の動きの観察に集中する。

▼
普段通りの呼吸がない場合は、心停止と判断する。
＊	この判断に10秒以上かけないように注意する。

一方の手を傷病者の額に、他
方の手の人差し指と中指を下あ
ごの先に当て、下あごを引き上
げるようにして、頭部を後方に
傾ける。
＊	頸椎損傷が疑われる場合は、特に
注意して静かに行う。

心臓がけいれんしたり停止したりして血液を送り出せな
い場合に、心臓のポンプ機能を代行するために行う。
①	傷病者を固い床面に上向きで寝かせる。
②	救助者は傷病者の片側、胸のあたりに両膝をつき、傷

病者の胸の真ん中	（胸骨の下半分）に片方の手掌基部
（手のひらの付け根）を置き、その上にもう一方の手を
重ねる。

③	両肘を伸ばし、脊柱に向かって垂直に体重をかけて、
胸骨を少なくとも5cm（成人の場合）押し下げる。

④	手を胸骨から離さずに、速やかに力を緩めて元の高さ
に戻す。

⑤	胸骨圧迫は毎分少なくとも100回のテンポで行う。

心肺蘇生を効果的に行うために胸骨圧
迫とＡＥＤを組み合わせて行います。
ＡＥＤは全て音声指示をしてくれます。
指示に従い、胸骨圧迫と電気ショック
を行ってください。 ただし、ＡＥＤの
ショックボタンを押すときには、必ず「ショックを行います。 み
んな離れてください。」「私、大丈夫。」「あなた、大丈夫。」「ショッ
クします。」と言ってください。 くれぐれも離れていることを確認
して行ってください。 また、心臓が完全に止まっているときや、
心室細動・心室頻拍以外の状態の時には、ＡＥＤはショックの
指示を出しません。 その時は、ただただひたすら救急車が来る
まで胸骨圧迫を続けてください。

	人工呼吸について
一般の方は、胸骨圧迫だけに集中してください。人
工呼吸は医療者のみです。胸骨圧迫だけに集中した
方が、助かる率が高くなります。

間違った知識、知らなかっ
た対処法はありましたか？
ケガや病気は予告なしに
やってきます。 イザとい
うときに慌てないために、
かけがえのない命を守る
ために、時々ミレニアムを
持ちだして復習してくださ
いね。

死の直前に、死戦期呼吸という通常とは異なる呼吸があ

ります。 一般の方には、通常の呼吸と見分けがつかない

ことがあるので、反応がなかったら胸骨圧迫を開始してく

ださい。

▶️

▶️

▶️

剣状突起

圧迫部位

手掌基部

休みなく行う
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「千葉を日本のシアトルに！」
 救命の輪を広げていこう！！

千葉県医師会救急・災害医療対策委員
中
な か む ら

村	眞
ま さ と

人	医師
（千葉市医師会救急担当理事・千葉市を日本のシアトルに実行委員会委員長）

　

心
停
止
か
ら
の
救
命
率

＊1

は
、
ほ
と
ん
ど
の

大
都
市
で
は
10
％
以
下
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の

シ
ア
ト
ル
で
は
何
と
40
％
前
後
と
い
う
驚
異
的

な
高
さ
だ
と
い
う
こ
と
を
、
み
な
さ
ん
は
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？

　
「
心
停
止
し
た
場
所
が
、
生
死
を
分
け
る
運

命
の
分
か
れ
道
で
い
い
の
か
…
」
こ
れ
が
私
の

活
動
の
原
点
で
し
た
。
シ
ア
ト
ル
で
助
か
る
人

が
千
葉
で
は
助
か
ら
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
は

非
常
に
残
念
な
こ
と
で
す
。
そ
の
思
い
を
胸
に

２
０
１
０
年
よ
り
、「
千
葉
市
を
日
本
の
シ
ア
ト

ル
に
！
」
を
提
唱
し
、
さ
ら
に
「
心
停
止
を
起

こ
す
な
ら
、
千
葉
市
で
！
」
と
千
葉
市
で
は
絶

対
に
助
け
ま
す
よ
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
救

命
率
向
上
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

■ 

シ
ア
ト
ル
に
学
ぶ

　

シ
ア
ト
ル
の
高
い
救
命
率
を
ひ
も
解
く
と
、
ま

ず
文
化
の
違
い
が
わ
か
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、

倒
れ
て
い
た
人
を
見
つ
け
た
場
合
、「
救
急
車
を

呼
ぶ
」
と
い
う
人
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分
は
医
療
従
事
者

で
は
な
い
た
め
「
私
に
は
処
置
が
で
き
な
い
、
怖

い
」
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
シ
ア

ト
ル
で
は
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
Ｃ
Ｐ
Ｒ

＊2

（
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
に
よ
る
救
急
蘇
生
）
が
、
人
間

と
し
て
や
る
べ
き
当
然
の
こ
と
と
い
う
文
化
が

あ
り
、
一
次
救
命
処
置

＊3

と
救
命
の
連
鎖

＊4

の
重
要
性
を
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
の
で
す
。
シ

ア
ト
ル
市
民
の
「
倒
れ
て
い
る
人
を
助
け
よ
う
と

い
う
意
識
の
高
さ
」
と
市
民
の
半
数
以
上
が
救
命

講
習
受
講
者
で
あ
る
こ
と
が
救
命
率
の
高
い
理

由
な
の
で
す
。

　

余
談
で
す
が
、
シ
ア
ト
ル
で
は
公
園
で
昼
寝

が
で
き
な
い
と
い
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
公

園
で
昼
寝
を
し
て
呼
び
か
け
に
反
応
し
な
い
と

救
急
蘇
生
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
助
け
よ
う
と
す
る
意
識
の
高
さ
が
み
て

と
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

■ 

一
次
救
命
処
置
の
重
要
性

　

心
停
止
か
ら
10
分
経
つ
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人

の
命
は
助
か
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
救
急
車
の

平
均
到
着
時
間
は
約
８
分
で
す
か
ら
、
バ
イ
ス

タ
ン
ダ
ー
（
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
）
が
何

も
し
な
け
れ
ば
、
助
か
る
べ
き
命
も
助
か
ら
な

い
の
で
す
。
従
っ
て
、
救
急
車
を
手
配
し
た
後
、

到
着
す
る
ま
で
の
一
次
救
命
処
置
が
と
て
も
重

要
と
な
る
の
で
す
。	

■ 

救
命
の
連
鎖
を
実
現
さ
せ
る
取
り
組
み

　

ま
ず
は
「
倒
れ
て
い
る
人
が
い
た
ら
自
分
が

助
け
る
」
と
い
う
意
識
文
化
の
改
革
か
ら
取
り

組
み
ま
し
た
。
千
葉
市
・
千
葉
市
医
師
会
・
教

育
委
員
会
が
協
力
し
「
い
の
ち
を
守
る
教
育
推

進
プ
ラ
ン
」
と
い
う
モ
デ
ル
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
命
の
大
切
さ
を
教
え
、

小
学
５
年
生
、
中
学
２
年
生
、
高
校
２
年
生
を

対
象
と
し
て
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
に
３
回

の
救
命
講
習
を
受
け
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

1
回
で
は
不
十
分
で
す
が
、
3
回
受
け
る
と
自

信
が
付
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
毎
年
約
２
万
人

の
子
ど
も
た
ち
が
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
Ｃ
Ｐ
Ｒ（
そ

の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
に
よ
る
救
急
蘇
生
）
の

一
員
に
な
る
わ
け
で
す
。
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こ
の
モ
デ
ル
事
業
の
結
果
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

対
外
式
除
細
動
器
）
設
置
場
所
の
理
解
が
50
％

か
ら
100
％
に
向
上
し
、「
救
命
＝
大
人
が
や
る
こ

と
」
が
「
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
」
に
変
わ
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
人
が
倒
れ
て
い
た
ら
助
け
る
」

の
回
答
が
25
％
か
ら
約
90
％
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
消
防
局
と
協
力
し
て
指
導

用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
の
制
作
及
び
指
導
者
の
育
成
、

救
急
タ
マ
ゴ
ホ
ル
ダ
ー
（
心
肺
蘇
生
音
声
誘

導
器
／
救
急
蘇
生
の
復
習
が
で
き
る
グ
ッ
ズ
）

の
紹
介
、
歯
科
医
師
会
・
薬
剤
師
会
・
救
急
救

命
士
学
校
・
防
災
公
社
・
日
本
赤
十
字
と
の
連

携
を
広
げ
る
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
さ
ら
に
、医
師
会
会
員
に
は
学
校
医
・

産
業
医
だ
け
で
な
く
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
動
す
る
た
め
に
医
療
者
用
救
急
蘇
生
講

〜今日から私たちができること、三つの勇気〜
あかいし脳神経外科クリニック　赤石江太郎医師作

倒れている人がいたら…

① 「どうしましたか？」と声をかける勇気を持ってください。
②  「誰か来てください！」と助けを呼ぶ勇気を持ってください。
③ AED がきたら、ボタンを押す勇気をもってください。

以上三つの勇気とともに、「救命救急の講習会に参加する意識」を持ってください。　
心停止が一番多いのは、自宅です。だから、家族を助けるのはあなたしかいません。最愛の家族を助けるために
も、ぜひ講習会に参加してみてください。また、３か月も経つと記憶がおぼろげになりますので、定期的に受講し
てください。

[ 受講について ]
救命救急の講習会は、各地域の消防局・日本赤十字社千葉県支部等でも行われています。また、千葉市消防局
では「応急手当 WEB 講習」を開設しています。ぜひお立ち寄りください。（http//kyukyu-chiba.jp/e-learning/）

＊
1	

救
命
率

　

	

心
臓
疾
患
が
原
因
で
心
肺
停
止
と
な
っ
た
人
を
一
般

市
民
が
目
撃
し
て
か
ら
1
か
月
以
上
生
存
し
た
症
例

の
率
。

＊
2	

Ｃ
Ｐ
Ｒ	（cardiopulm

onary	resuscitation

）

　

	

心
肺
蘇
生

＊
3	

一
次
救
命
処
置（BLS:	Basic	Life	Support

）

　

	

倒
れ
て
い
た
人
に
対
し
て
、
居
合
わ
せ
た
人
が
、
救

急
隊
や
医
師
に
引
き
継
ぐ
ま
で
の
間
に
行
う
応
急
手

当
の
こ
と

＊
4	

救
命
の
連
鎖

　

	

「
心
停
止
の
予
防
・
早
い
119
番
通
報
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め

た
早
い
心
肺
蘇
生
・
迅
速
な
二
次
救
命
処
置
」

習
会
・
救
急
対
応
力
向
上
研
修
会
を
開
催
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
市
民
啓
発
用
の
「
シ

ア
ト
ル
構
想
」
バ
ナ
ー
も
作
成
し
ま
し
た
。

■ 

「
千
葉
を
日
本
の
シ
ア
ト
ル
に
!
」
計
画
に

ご
賛
同
を
!

　

こ
の
活
動
は
、
5
年
の
月
日
を
経
て
千
葉
市

全
域
へ
と
広
が
り
大
き
な
成
果
が
見
え
始
め
ま

し
た
。
私
の
願
い
は
、「
倒
れ
て
い
る
人
が
い
た

ら
、
必
ず
助
け
る
。
そ
し
て
、
一
次
救
命
処
置

は
自
分
に
も
で
き
る
！
」
と
い
う
意
識
が
多
く

の
県
民
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
日
本

中
に
こ
の
意
識
が
根
付
く
こ
と
で
す
。
ミ
レ
ニ

ア
ム
読
者
の
み
な
さ
ん
、
私
た
ち
が
住
む
千
葉

を
お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
良
く
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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病
気
で
は
な
い
け
れ
ど
、
体
の
あ
ち
こ
ち
に
不

具
合
を
抱
え
て
悩
ん
で
い
る
。

　
高
齢
者
を
中
心
に
そ
う
い
っ
た
訴
え
が
増
え

て
い
る
中
、
優
れ
た
治
療
効
果
を
発
揮
し
、
今
、

世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が「
和
漢
診
療
」

で
す
。

　
漢
方
を
駆
使
し
て
多
く
の
患
者
を
診
な
が
ら
、

和
漢
診
療
の
指
導
と
啓
蒙
に
力
を
注
い
で
い
る

こ
の
分
野
の
第
一
人
者
・
千
葉
中
央
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
の
寺
澤
捷
年
医
師
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

原因不明の不調から
心も体も救う漢方の知恵

日本独自の進化を遂げた、
「和漢診療」を探る！

西
洋
医
学
と
漢
方
の
根
本
的
な
診
方
の
違
い

　

た
と
え
ば
高
齢
の
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、「
検

査
を
し
て
も
異
常
は
な
い
と
言
わ
れ
た
。
で
も
、

い
つ
も
ち
ゃ
ん
と
眠
れ
た
気
が
せ
ず
頭
が
ぼ
ー
っ

と
し
て
、
ち
ょ
っ
と
動
く
と
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
し

て
流
れ
る
よ
う
な
汗
が
出
る
。
腰
か
ら
下
は
冷

え
て
重
だ
る
く
、
膝
も
痛
い
」
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
不
調
を
抱
え
る
方
が
実
に
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　

心
臓
が
ド
キ
ド
キ
す
る
か
ら
循
環
器
科
に
行

き
、
足
腰
が
痛
い
か
ら
整
形
外
科
に
通
い
と
、

幾
つ
も
の
科
を
回
り
、
大
量
の
薬
を
飲
み
続
け

て
も
改
善
さ
れ
ず
落
ち
込
み
が
ち
…
。
そ
ん
な

患
者
さ
ん
に
漢
方
薬
を
処
方
し
飲
ん
で
も
ら
っ

た
ら
、
悩
ん
で
い
た
不
調
が
一
挙
に
解
決
し
た
、

と
い
っ
た
こ
と
が
漢
方
の
世
界
で
は
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

西
洋
医
学
の
場
合
、
目
は
目
、
肺
は
肺
、
膝

は
膝
、
と
体
を
パ
ー
ツ
ご
と
に
分
解
し
て
捉
え
、

診
断
し
て
い
き
ま
す
。

　

病
巣
が
見
つ
か
れ
ば
そ
こ
に
的
を
し
ぼ
っ
て
直

千葉県の医療情報紹介

千葉中央メディカルセンター
和漢診療科部長

寺
て ら さ わ

澤	捷
か つ と し

年	医師

接
的
な
治
療
が
で
き
ま
す
が
、
反
面
、
病
気
と

原
因
が
見
つ
か
ら
な
い
限
り
、
い
く
ら
患
者
さ

ん
が
不
調
を
訴
え
て
も
手
の
打
ち
よ
う
が
な
い

わ
け
で
す
。

　

一
方
、
漢
方
の
世
界
で
は
、
常
に
体
全
体
を

診
て
い
く
上
、「
心し

ん
し
ん
い
ち
じ
ょ

身
一
如
」
と
い
っ
て
、
心
と
体

も
分
け
て
は
考
え
ま
せ
ん
。

　

人
は
歯
が
一
本
痛
い
だ
け
で
一
日
不
機
嫌
に
な

り
ま
す
か
ら
、
心
と
体
は
強
く
影
響
し
合
う
不

可
分
の
も
の
と
し
て
捉
え
、
心
身
全
体
の
調
子

を
整
え
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
訴
え
る
様
々

な
不
具
合
を
解
消
し
て
い
き
ま
す
。

漢
方
治
療
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

　

西
洋
医
学
で
使
わ
れ
る
薬
は
、
あ
る
一
つ
の

病
気
の
治
療
薬
と
し
て
人
工
的
に
化
学
合
成
さ

れ
た
、
単
体
成
分
か
ら
な
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
、
天
然
の
生
薬
を
混
ぜ
合
わ
せ

て
つ
く
ら
れ
た
漢
方
薬
は
、
多
く
の
薬
効
成
分

を
含
む
複
合
剤
で
あ
る
た
め
、
一
つ
の
漢
方
薬

で
様
々
な
体
の
不
具
合
に
対
処
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
も
有
名
な
漢
方
薬
で
あ
る
葛
根
湯
を
例
に

挙
げ
る
と
、
7
種
類
の
生
薬
が
配
合
さ
れ
て
い

て
、
風
邪
の
ひ
き
始
め
か
ら
、
頭
痛
や
肩
こ
り
、

筋
肉
痛
な
ど
、
幅
広
い
症
状
に
効
果
を
発
揮
し

ま
す
。
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と
は
い
っ
て
も
、
幾
つ
も
の
不
調
を
一
度
に
全

部
治
し
た
い
と
欲
張
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

治
療
に
は
優
先
す
べ
き
順
位
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
胃
腸
の
調
子
が
悪
い
と
栄
養
が
と
れ

ず
、
病
気
と
闘
う
力
も
出
な
い
た
め
、
胃
腸
の

調
子
を
整
え
る
治
療
を
優
先
し
ま
す
。

　

実
際
の
診
察
で
は
、
患
者
さ
ん
の
自
覚
症
状

を
丁
寧
に
聞
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
肌
の
色
つ

や
や
歯
ぐ
き
や
舌
の
状
態
、
お
腹
の
は
り
加
減

や
痛
み
具
合
、
脈
の
速
さ
や
強
弱
等
々
、
全
身

の
状
態
を
く
ま
な
く
診
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
初
診
で
は
20
～
30
分
の
時
間
を
か
け
て

じ
っ
く
り
診
断
し
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

適
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
漢
方
治
療
を
行
い

ま
す
。

　
　「

未
病
」の
う
ち
に
体
質
改
善

　

漢
方
が
向
く
の
は
高
齢
者
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
最
近
の
中
高
生
の
中
に
は
、
す
ぐ
に
風

邪
を
ひ
く
子
や
、
め
ま
い
を
訴
え
る
子
、
体
が

だ
る
く
て
勉
強
す
る
気
に
な
れ
な
い
と
い
っ
た
子

た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
多
く
は
、
い
わ
ば
電
池
切
れ
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
で
あ
れ
ば
無
理
も
な
い
の
で
す
が
、

ま
だ
若
い
の
に
電
池
切
れ
と
な
っ
て
し
ま
う
の

は
、年
中
冷
た
い
飲
み
物
や
ア
イ
ス
を
食
べ
、ク
ー

ラ
ー
で
体
を
冷
や
し
、
食
生
活
が
乱
れ
て
い
る

こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
に
は
、
本
来
は
高
齢
者

に
よ
く
使
う
八は

ち
み
じ
お
う
が
ん

味
地
黄
丸
を
処
方
す
る
と
、
て

き
め
ん
に
効
く
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

西
洋
医
学
で
は
、
健
康
か
病
気
の
ど
ち
ら
か

に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
漢
方
の
世
界
で
は
病
気

と
は
言
え
な
い
も
の
の
体
調
が
良
く
な
い
状
態

「
未
病
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

病
気
の
一
歩
手
前
の
「
未
病
」
の
段
階
で
体
質

を
改
善
し
て
体
調
を
整
え
、
病
気
を
発
症
し
な

い
状
態
に
も
っ
て
い
く
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
で

す
。

　

風
邪
ば
か
り
ひ
い
て
い
る
患
者
さ
ん
が
い
る

な
ら
、
そ
の
た
び
に
診
察
す
る
だ
け
で
な
く
、

漢
方
で
そ
の
体
質
か
ら
治
し
て
あ
げ
る
べ
き
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。

和
漢
診
療
科
が
世
界
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
理
由

　

千
葉
中
央
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
和
漢
診
療

科
で
は
、
初
診
の
際
は
必
ず
血
液
検
査
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
検
査
も

受
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
漢
方
薬
を
主
軸
と

す
る
治
療
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
漢
方
治
療
だ
け
で
は
不
足
が
あ
る
と

判
断
し
た
患
者
さ
ん
の
場
合
は
、
各
科
の
専
門

医
師
の
提
案
を
伺
っ
て
、
漢
方
薬
と
西
洋
薬
の

両
方
を
処
方
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

実
は
、
１
種
類
の
医
師
免
許
で
漢
方
薬
と
西

洋
薬
の
両
方
を
処
方
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い

る
の
は
、
世
界
で
唯
一
、
日
本
の
医
師
だ
け
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
西
洋
医
学
と
漢
方
の
知
恵
の
良

い
と
こ
取
り
を
し
な
が
ら
治
療
実
績
を
上
げ
て

い
る
日
本
の
医
療
は
、
今
、
世
界
か
ら
も
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

　

西
洋
医
学
の
知
識
と
漢
方
の
知
恵
を
総
動
員

す
る
こ
と
で
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
良
い
結
果

を
引
き
出
し
、
人
を
幸
せ
に
す
る
医
療
。
そ
れ

こ
そ
が
、
理
想
の
医
療
と
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

漢方薬についてのよくある誤解

誤 正

漢方薬は
値段が高い

病院で行われる漢方治療には、健康保険が
適用されます。 日本では現在、147種類の漢
方のエキス剤が保険適用となっているため、
料金的にも心配はいりません。

漢方薬には
副作用が無い

れっきとした薬である以上、副作用が出る可
能性はゼロではありません。 ただし、程度
も軽く頻度も少ない場合がほとんどです。

7



情
熱
を
燃
や
し
続
け
る
力
は
夢
を
叶
え
る
才
能
の
一
つ
!

ラ
グ
ビ
ー
は
1
チ
ー

ム
15
人
と
い
う
大お

お
に
ん
ず
う

人
数

で
行
い
、
走
る
、
蹴
る
、

投
げ
る
と
、
あ
ら
ゆ
る

動
作
が
必
要
と
さ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

相
撲
並
み
の
ぶ
つ
か
り
合
い
も
あ
り
、
球
技
で
あ

る
と
同
時
に
格
闘
技
で
も
あ
る
た
め
、
ラ
ガ
ー
マ
ン

は
み
ん
な
大
男
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
チ
ー
ム
の
中
に
は
身
長
が
1
6
0
㎝
ぎ
り
ぎ

り
の
選
手
も
い
ま
す
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
多
彩
で
役
割

り
が
全
く
違
う
た
め
、
ど
ん
な
体
格
の
選
手
で
も
、

一
つ
長
所
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
活
か
し
て
活
躍
す
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
ん
で
す
。

僕
自
身
は
5
歳
頃
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
、
中
・

高
・
大
学
と
、
全
国
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
で
続
け
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
僕
は
、
体
が
大
き
い
と
か
、
足
が

速
い
と
か
、
と
び
ぬ
け
た
才
能
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

実
は
、
現
在
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で
も
あ
る
弟
・
立

川
理
道
は
、
日
本
代
表
に
も
選
ば
れ
て
い
る
才
能
あ

る
選
手
。
そ
ん
な
弟
と
一
緒
に
ラ
グ
ビ
ー
を
続
け
て

き
た
中
で
、
い
つ
し
か
僕
は
、「
自
分
の
才
能
は
目

標
を
決
め
た
ら
そ
れ
に
向
け
て
努
力
し
続
け
ら
れ
る

と
こ
ろ
だ
」
と
信
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
時
代
に
周
囲
が
就
職
活
動
を
始
め
た
時
も
、

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
ラ
グ
ビ
ー
を
す
る
ん
だ
と
い
う
目

標
が
ぶ
れ
た
こ
と
は
少
し
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
選
手
に
な
る
た
め
だ
け

荒ぶる魂むき出しのぶつかり合いと、フェアでひたむきなチームスピリット。

ラグビーはなぜ、あれほど強く人の心を魅了するのか。

今回は、船橋市を拠点とするラグビーチーム「クボタスピアーズ」の主将・立川直道選手に、

トップリーグ選手になるまでの道のりと、ラグビーの魅力を伺いました。

ラグビーの神髄は、
仲間を思う熱き心！

ラグビー選手「クボタスピアーズ」

立
た て か わ

川 直
な お み ち

道さん 

■	立川直道	:	1988.	10.	31生　175cm/102kg　天理大学出身　ポジション：HO（フッカー）クボタスピアーズの現主将

アスリートに聞く！ 〜スポーツとカラダづくり〜
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■	クボタスピアーズ（KUBOTA	Spears）	:	千葉県船橋市を練習拠点とするジャパンラグビートップリーグ所属のラグビーチーム。
	 公式サイト：http://www.kubota-spears.com/

に
ひ
た
す
ら
努
力
し
、
ク
ボ
タ
ス
ピ
ア
ー
ズ
に
入
団
。

去
年
か
ら
は
キ
ャ
プ
テ
ン
に
任
命
さ
れ
、
人
に
厳
し

く
す
る
か
わ
り
に
自
分
に
は
も
っ
と
厳
し
く
あ
る
よ

う
努
め
な
が
ら
、
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。

過
酷
な
練
習
の
先
に
あ
る
勇
気
と
信
頼
の
強
い
絆

防
具
も
無
い
ま
ま
体
を
ぶ
つ
け
あ
う
ラ
グ
ビ
ー
で

は
、
巨
漢
相
手
に
ぶ
つ
か
れ
ば
ま
と
も
に
ダ
メ
ー
ジ
を

も
ら
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
命
が
け
で
ぶ
つ
か
っ
て
い
く

心
を
も
っ
た
選
手
が
15
人
い
る
チ
ー
ム
は
強
い
の
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
で
は
、
選
手
た
ち
が
試
合
前
に
泣
き
な

が
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
入
っ
て
く
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
あ
の
涙
は
、
体
を
ぶ
つ
け
あ
っ
て
し
ん
ど
い
練

習
を
一
緒
に
乗
り
越
え
て
き
た
メ
ン
バ
ー
や
、
そ
れ
で

も
試
合
に
出
ら
れ
な
い
控
え
選
手
た
ち
を
思
い
、
気

持
ち
が
高
ぶ
っ
て
自
然
に
あ
ふ
れ
出
る
涙
な
ん
で
す
。

そ
し
て
、
15
人
が
一
体
と
な
っ
て
動
き
な
が
ら
ト

ラ
イ
を
と
っ
た
時
や
、
ピ
ン
チ
を
守
り
き
っ
た
時
に

は
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。
お

客
さ
ん
と
も
一
体
と
な
っ
て
喜
び
合
え
る
時
の
気
持

ち
は
最
高
で
す
!

あ
の
達
成
感
を
一
度
味
わ
っ
て
し
ま
う
と
、
も
う

ラ
グ
ビ
ー
か
ら
は
離
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ほ
ど
に

仲
間
を
思
う
気
持
ち
や
一
体
感
の
強
い
ス
ポ
ー
ツ
っ

て
、
他
に
は
無
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
僕
は
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。

充
実
し
た
練
習
に
励
め
る
環
境
と
周
囲
に
心
か
ら
感
謝

近
年
、
う
ち
の
チ
ー
ム
で
取
り
入
れ
て
い
る
ケ
ア

方
法
に
「
交
替
浴
」
が
あ
り
ま
す
。
練
習
で
疲
労
し

た
体
を
、
冷
た
い
水
を
入
れ
た
一
人
用
の
プ
ー
ル
に

漬
け
こ
ん
で
一
気
に
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
す
る
ん
で
す
。

冷
水
に
約
3
分
、
お
湯
に
約
1
分
を
3
セ
ッ
ト
く
ら

い
と
繰
り
返
し
、
冷
水
で
終
了
。
ケ
ガ
予
防
に
つ
な

が
る
と
共
に
、
疲
労
が
残
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

体
づ
く
り
に
非
常
に
重
要
な
食
事
は
、
管
理
栄
養

士
が
各
選
手
ご
と
に
し
っ
か
り
管
理
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
1
回
の
試
合
で
体
重
が
4
～
5
キ
ロ
落
ち
て

し
ま
う
選
手
も
い
ま
す
が
、
2
キ
ロ
以
上
落
ち
る
と

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
落
ち
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
し
、

試
合
中
に
足
が
つ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
水
分
補
給
は

非
常
に
重
要
で
す
。

筋
ト
レ
も
、
ト
レ
ー
ナ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た

メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
く
れ
て
、
週
に
平
均
3
～
4
回
、

時
に
は
一
日
に
2
回
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

練
習
自
体
は
学
生
の
頃
よ
り
ハ
ー
ド
で
も
、『
今
、

な
ぜ
こ
の
練
習
が
必
要
な
の
か
』
を
し
っ
か
り
納
得

し
な
が
ら
行
え
る
た
め
、
自
ら
進
ん
で
頑
張
れ
ま
す
。

社
を
挙
げ
て
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
環
境

と
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は

非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
の
熱
さ
と
感
動
を
ぜ
ひ一
度
味
わ
っ
て
欲
し
い

海
外
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
は
大
変
な
人
気
ス
ポ
ー
ツ
。

今
年
の
9
月
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、	

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
と
並
び
「
世
界
三
大
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
ス
ピ
ア
ー
ズ
か
ら

も
弟
・
立
川
理
道
が
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
2
0
1
9
年
に
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
日
本
開
催
が
決
ま
っ
て
い
て
、
僕
ら
現
役

が
日
本
ラ
グ
ビ
ー
を
も
っ
と
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
一
を
目
指
す
ク
ボ
タ
ス
ピ
ア
ー
ズ
の
熱
い
試

合
を
、
ぜ
ひ
一
度
、
応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
!

応募方法は、医師会インフォメーションを
ご覧ください。

読者プレゼント

サイン色紙 …………… 3 名様
オリジナル折りたたみ傘 3 名様

試合予定（ジャパンラグビートップリーグ・クボタスピアーズ戦）

9/11（金）
19:30

対）NTTコミュニケーションズシャイニングアークス	
東京 / 秩父宮

9/19（土）
16:40

対）NTTドコモレッドハリケーンズ	大阪/ヤンマーフィ
（長居第２）

11/14（土）
14:00 対）東芝ブレイブルーパス	東京 / 秩父宮

11/21（土）
11:40 対）サントリーサンゴリアス	京都 / 西京極

11/29（日）
11:40

対）NTTコミュニケーションズシャイニングアークス	
兵庫 /ユニバ

12/6	（日）
14:05 対）近鉄ライナーズ	大阪 / 花園

12/12（土）
12:00 対）Honda		HEAT	大阪 / 花園

12/20（日）
13:00 対）パナソニック	ワイルドナイツ	千葉 /フクアリ

12/26（土）
11:40 対）リコーブラックラムズ	大阪 /キンチョウ
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千葉県こども病院	耳鼻咽喉科		仲
な か

野
の

	敦
あ つ

子
こ

	医師

子どもの花粉症

Q1　うちの子花粉症？
　

　花粉症の代表的なものは、春2月から4月
に症状が出現するスギ花粉症ですが、他に
夏に症状がみられるイネ科の花粉症、秋に
症状がみられるブタクサ花粉症等があります。
花粉の飛散時期にくしゃみ、鼻水、鼻づまり
が出現する場合は花粉症の可能性が高いと考
えられますが、子どもの場合は、風邪症状と
似ているため区別がつきにくいこともありま
す。 毎年同じ時期に症状が現れる、目のか
ゆみも伴うなどがあれば確実と思われます。
血液検査でも診断されますが、発症初期や、
薬を内服している場合などでは稀に陰性とな
ることもあります。

Q2　何歳くらいから花粉症になるの？
　

　子どもの花粉症は年々増加しています。
5–9歳では13.7%、10–19歳では31.4％がス
ギ花粉症で成人とほぼ同じです。4歳以下の
子どもでも数% がスギ花粉症です。 スギ花
粉にさらされた翌年から発症する可能性はあ
りますので、最も早ければ1–2歳で花粉症に
なってしまいます。

Q3　治療方法は？
　

　大人の花粉症と基本は同じです。まずアレ
ルギーの原因となる花粉の除去と回避をし、
薬物療法、免疫療法等があります。 しかし子
どもでは、花粉飛散中に登下校、体育の時間
などがあり回避することがなかなか難しくな

ります。 マスクの使用は有効です。 薬物療
法はあくまでも対症療法で、治すものではあ
りません。 薬の中には副作用として眠けがく
るものもあり、子どもでも注意が必要です。

Q4　舌下免疫療法はどういうものですか？ 
　

　アレルギーの原因物質（抗原）を少しずつ
体内に入れて、アレルギー反応を弱めていく
治療法です。 スギ抗原を含むエキスを舌の下
に投与して、2分後に飲み込みます。 以前は、
皮下注射でしたが、昨年からスギ花粉症に対
する舌下免疫療法が保険適用となりました。
12歳以上が対象です。 スギ花粉の飛散前か
ら開始し、最低２年間毎日継続が必要となり
ますが、現在唯一治癒が期待できる治療法
です。

PM7:00~PM10:00 の毎日

受診するべきかどうか迷ったら

※相談は無料ですが、通話料はご負担いただきます。

ダイヤル回線・IP 電話・光電話・銚子市からは

☎043（242）9939
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千葉 県健 康福 祉部C H I B A  I N F  O R M A T I O N

21
分
に
一
人
の
方
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。

　

警
察
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
平
成
26
年
に
自
ら
命
を
絶
た
れ
た
方
は
、
全
国
で

２
万
5
4
2
7
人
で
あ
り
、
３
年
連
続
で
３
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然

と
し
て
１
日
に
70
人
、
21
分
に
一
人
の
方
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

千
葉
県
に
お
い
て
も
1
2
0
8
人
の
方
が
自
ら
命
を
絶
た
れ
る
大
変
痛
ま
し
い
状
況
で

あ
り
、
県
、
市
町
村
及
び
各
種
団
体
が
連
携
し
て
総
合
的
な
自
殺
防
止
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
し
、
あ
な
た
自
身
が
悩
ん
で
い
た
ら
…
一
人
で
悩
む
よ
り
、
ま
ず
相
談
を
。

　

も
し
、
あ
な
た
が
悩
み
を
抱
え
て
い
た
ら
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
切
な
人
が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

そ
し
て
、
そ
の
人
が
悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
ら
、
話
を
そ
ら

し
た
り
、「
そ
ん
な
こ
と
で
」
と
否
定
し
た
り
、
安
易
に
励
ま
し

た
り
せ
ず
、
じ
っ
く
り
と
話
を
聴
い
て
、
相
談
窓
口
を
紹
介
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
も
、「
何
か
あ
っ
た
ら
ま
た
話

し
て
」と
寄
り
添
い
、
温
か
く
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

相
談
先
の
一
覧　
「
あ
な
た
の
こ
こ
ろ
元
気
で
す
か
?
」

http://w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/kenzu/kokoro/genki.htm

l

県
民
の
皆
様
へ

　

自
殺
は
そ
の
多
く
が
「
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」
で
す
。
自
ら
命
を
絶
つ

方
は
、
本
当
は
生
き
た
い
と
強
く
願
い
な
が
ら
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
自
殺
以
外
の
選

択
肢
が
考
え
ら
れ
な
い
精
神
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
り
、
精
神
疾
患
を
発
症
し
正
常
な

判
断
が
で
き
な
い
状
態
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

話
を
よ
く
聴
き
、
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
人（
＝
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
）が
い
る
こ
と
は
、

悩
ん
で
い
る
人
の
孤
立
を
防
ぎ
、
安
心
を
与
え
ま
す
。

　

家
族
や
友
人
が
借
金
や
病
気
等
で
悩
ん
で
い
た
ら
、
ど
う
か
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
そ
の
人
の
心
の
声
を
聴
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
だ
け
で
気
持
ち
が

お
問
い
合
わ
せ	

千
葉
県
健
康
福
祉
部
健
康
づ
く
り
支
援
課

	

T
E
L 

0
4
3（
2
2
3
）2
6
6
8

　
　
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
り
た
い

　
　
　
― 

自 

殺 

対 

策 

―

　
　
骨
髄
バ
ン
ク
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
～
造
血
幹
細
胞
移
植
に
つ
い
て
～

　

造
血
幹
細
胞
移
植
は
、
白
血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
血
液
難
病
に
有
効
な
治

療
方
法
で
、
日
本
で
は
、
年
間
約
2
0
0
0
人
が
造
血
幹
細
胞（
骨
髄
・
末
梢
血
管
細
胞
）

提
供
者
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
は
、
こ
れ
ら
血
液
難
病
に
苦
し
む
人
達
を
救
済
す
る
た
め
造
血
幹
細
胞

提
供
の
仲
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
千
葉
県
で
は
近
年
、
新
規
ド
ナ
ー（
造
血
幹
細
胞
提
供
希
望
者
）
登
録
数
が

横
ば
い
な
の
に
対
し
、
年
齢
制
限
等
の
理
由
に
よ
り
登
録
か
ら
外
れ
る
ド
ナ
ー
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
患
者
と
提
供
者
の
H
L
A
（
白
血
球
の
血
液

型
）
が
適
合
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
血
縁
関
係
が
な
い
と
数
百
か
ら
数
万
分
の
一
で
し

か
一
致
し
ま
せ
ん
。

　

よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
の
命
を
救
う
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の
登
録
が
必

要
で
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ま
、
善
意
の
意
思
表
示
『
ド
ナ
ー
登
録
』
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

ド
ナ
ー
登
録
の
条
件

・	

体
重
が
男
性
45	

kg
以
上
／
女
性
40	

kg
以
上
の
方

・	

年
齢
18
歳
～
54
歳
ま
で
で
健
康
な
方

・	
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て

い
る
方

楽
に
な
る
も
の
で
す
。

参
考
資
料
（
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
手
帳
）http://w

w
w
8.cao.go.jp/jisatsutaisaku/kyoukagekkan/pdf/

gatekeeper2.pdf

※	

9
月
10
日
（
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
）
か
ら
9
月
16
日
は
自
殺
予
防
週
間
で
す
。
千
葉
県
を
含
め
、
首
都
圏
の
九

都
県
市
と
連
携
し
て
自
殺
予
防
に
関
す
る
取
組
活
動
を
行
い
ま
す
。

14
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詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
近
く
の
窓
口（
電
話
番
号
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
印
旛
保
健
所
）	

0
4
3（
4
8
3
）1
1
3
5（
予
約
制
）	

長
生
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
長
生
保
健
所
）	

0
4
7
5（
2
2
）5
1
6
7（
予
約
制
）	

君
津
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
君
津
保
健
所
）	

0
4
3
8（
2
2
）3
7
4
5（
予
約
制
）	

モ
ノ
レ
ー
ル
ち
ば
駅
献
血
ル
ー
ム

0
4
3（
2
2
4
）0
3
3
2	

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
献
血
ル
ー
ム

0
4
3（
2
7
6
）3
6
4
1

献
血
ル
ー
ム
フ
ェ
イ
ス

0
4
7（
4
6
0
）0
5
2
1

松
戸
献
血
ル
ー
ム　

P
u
r
e	

0
4
7（
7
0
3
）1
0
0
6

津
田
沼
献
血
ル
ー
ム

0
4
7（
4
9
3
）0
3
2
2

柏
献
血
ル
ー
ム

0
4（
7
1
6
7
）8
0
5
0

 

お
問
い
合
わ
せ	

千
葉
県
健
康
福
祉
部
薬
務
課

	

T
E
L 

0
4
3（
2
2
3
）2
6
1
4

9
月
24
日
～
30
日
は
結
核
予
防
週
間
で
す
!!

～
結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
～

　

結
核
は
、
明
治
時
代
か
ら
戦
後
ま
で
の
長
い
期
間
、「
国
民
病
」
と
恐
れ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

医
療
や
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
り
、
薬
を
飲
め
ば
治
る
病
気
と
な
り
ま
し
た
が
、

結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
25
年
の
1
年
間
で
、
日
本
全
国
で

２
万
4
9
5
人
が
結
核
を
発
症
し
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
で
は
、
921
人
が
発
症
し
て
い

ま
す
。
日
本
の
罹
患
率
（
人
口
10
万
対
患

者
数
）
は
16.1
で
あ
り
、
米
国
の
3.1
と
比
較

す
る
と
5.2
倍
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
先
進

国
に
比
べ
罹
患
率
が
高
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
千
葉
県
で
は
、
20
代
～
50
代
の

働
き
盛
り
の
世
代
の
発
症
が
約
4
割
と

な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、

全
世
代
で
結
核
に
対
す
る
認
識
を
持
つ
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

次
の
点
に
注
意
し
、
結
核
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

·	

結
核
の
初
期
症
状
は
、
風
邪
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
2
週
間
以
上
咳
が
続
く
よ
う

で
し
た
ら
、
必
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
と
た
ん
の
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

·	

職
場
等
で
の
健
診
の
対
象
者
の
方
又
は
市
町
村
で
行
っ
て
い
る
結
核
住
民
健
診
の

対
象
者（
65
歳
以
上
）の
方
は
、
必
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。	

·	
健
康
診
断
等
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
専
門
の
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。	

·	

日
ご
ろ
か
ら
健
康
的
な
食
事
と
十
分
な
睡
眠
で
、
疲
労
を
た
め
な
い
か
ら
だ
づ
く

り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。	

お
問
い
合
わ
せ	
千
葉
県
健
康
福
祉
部
疾
病
対
策
課
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千葉県の新登録結核患者の推移	 （人）
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　最近うつ病が新型に変化したと言われますが、何と比べて新しいの

かというと、それは「メランコリー親和型うつ病」と呼ばれるものです。

　60年代初頭、ドイツのテレンバッハという学者が「メランコリー親和

型うつ病」という学説を提唱しました。このタイプのうつ病は60年代か

ら90年代にかけて、内因性単極性うつ病をどのように理解しどのよう

に対応すればよいのか、という新しい基本的な考え方を一気に世の中

に広めたといえます。

　その内容は、それまではうつ病を「内因性か、心因性か」に分け、ど

ちらかの捉え方で理解しようとしていましたが、それとは別の方法で「一見心因性とみられるが

実際は内因性であるうつ病」を理解する可能性を示すものでした。この学説は、病前性格（病気

前の本人の性格）、発病状況（病気になったきっかけの有無）、治療的対応の3つの側面を含み

ます。

　まず、病前性格としては、几帳面、秩序愛（何よりも秩序を重んずる）、他者配慮性（自分のこ

とは忘れて周囲の人に気を遣う）の3つの傾向を併せ持つ性格と考えられました。

　次に、発病状況は、転勤や引っ越しや家族との死別など、一言でいえば「秩序の大きな変化」

とまとめられます。 例えば昇進や待望のマイホームへの転居など、常識的には喜ぶべきことも

秩序の変化という意味で発病の状況因となりうるのです。

　以上の2側面をまとめれば、几帳面な人が親しんだ秩序を離れて新しい秩序に入ろうとして、

周囲の人に迷惑をかけることもできず独りでがんばるが、悪循環的に課題は増大し、次第に課

題をこなし切れなくなっていく…、結果としてひどく疲れがたまり活力を失っていき、うつ病発病

の一線を越えてしまうということになります。

　最後に、治療的対応ですが、その要点は、心理的には浅い介入にとどめて、休息に入ること

を勧め、回復することを保証し、薬物療法を躊躇なく行うことです。 それまで無理を重ねてきた

ので、「頑張らないこと」とアドバイスすることも必須でした。 実際にもこのタイプのうつ病は、以

上の対応で回復する人が大部分でした。

　次回は、「メランコリー親和型うつ病」が終息したように目立たなくなり、変わって目立ち始めた

うつ病である、いわゆる「新型うつ病」について解説します。

＊内因性単極性うつ病: 内因性の気分障害で、躁病相がなくうつ病相のみがみられるもの。

千葉県医師会　根
ね

本
もと

	豊
とよ

實
み

	医師

気分障害について
その３ メランコリー親和型という古典

16



垢
塞
栓
」
と
い
う
状
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

頻
度
と
し
て
は
、
1
～
2
週
間
に
1
回
で
十

分
で
す
。

耳
垢
掃
除
の
ポ
イ
ン
ト

　

綿
棒
や
耳
か
き
棒
を
深
く
ま
で
入
れ
な
い

の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
耳
垢
は
耳
の
入
り
口

か
ら
1
セ
ン
チ
く
ら
い
の
と
こ
ろ
ま
で
に
た

ま
る
も
の
な
の
で
、
綿
棒
や
耳
か
き
棒
を
深

く
入
れ
過
ぎ
る
と
か
え
っ
て
耳
垢
を
奥
に
押
し

込
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
皮
膚
の
敏
感
な
部
分
を

傷
つ
け
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
で
の
耳
垢
除
去

　

ご
自
分
で
不
安
な
場
合
は
、
も
ち
ろ
ん
耳

鼻
咽
喉
科
で
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
耳
が

聞
こ
え
づ
ら
い
と
病
院
に
き
た
患
者
さ
ん
が
、

実
は
耳
垢
塞
栓
だ
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
は
よ

く
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
考

に
な
さ
っ
て
く

だ
さ
い
。

	

正
し
い
耳
垢
掃
除
方
法
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
耳
垢
に
つ
い
て
解
説
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
耳
垢
と
は
、
新
陳
代

謝
に
よ
っ
て
は
が
れ
落
ち
た
外
耳
道
の
皮
膚

や
、
外
か
ら
入
っ
て
き
た
ほ
こ
り
、
耳
の
入
り

口
か
ら
約
１
セ
ン
チ
ま
で
の
部
分
に
あ
る
耳

垢
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
る
分
泌
液
が
混
ざ
っ
た
も

の
で
す
。
耳
垢
に
は
カ
サ
カ
サ
タ
イ
プ
と
ベ

ト
ベ
ト
タ
イ
プ
が
あ
り
、
日
本
人
に
は
カ
サ
カ

サ
タ
イ
プ
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

耳
垢
の
役
割

　

実
は
、
耳
垢
に
も
役
割
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
目
は
抗
菌
・
殺
菌
作
用
で
す
。
耳
垢
は
酸

性
な
の
で
、
細
菌
や
真
菌
の
発
生
を
抑
え
、

蛋
白
分
解
酵
素
を
含
み
ま
す
の
で
殺
菌
作
用

も
あ
り
ま
す
。
二
つ
目
は
、
潤
滑
作
用
で
す
。

耳
垢
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
る
脂
肪
に
よ
っ
て
皮
膚

の
乾
燥
を
防
ぎ
、
表
面
を
保
護
し
ま
す
。
そ

し
て
、
三
つ
目
は
自
浄
作
用
で
す
。
耳（
外
耳

道
）
に
入
っ
て
く
る
ゴ
ミ
や
ホ
コ
リ
を
吸
着
す

る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

耳
垢
掃
除
の
頻
度

　

耳
垢
を
取
り
過
ぎ
て
外
耳
道
を
傷
つ
け
る

と
、
皮
膚
の
び
ら
ん
、
水
性
の
耳
だ
れ
、
さ

ら
に
は
カ
ビ
が
生
え
て
か
ゆ
み
が
増
す
な
ど
、

慢
性
の
外
耳
道
炎
を
引
き
起
こ
し
か
ね
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
耳
掃
除
を
全
く
し
な
い
と
耳

垢
で
外
耳
道
が
完
全
に
つ
ま
っ
て
し
ま
う
「
耳

千
葉
県
医
師
会

角す
み
や谷	

明あ
き
こ子	

医
師

読者からの質問、疑問に
お答えするコーナーです。

正
し
い
耳
垢

掃
除
に
つ
い
て

QA
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千葉県内の主な産地
香取市・成田市・多古町

ちばの
やさいの

こと

千葉県産旬の恵みを上手に使って楽しくヘルシーな毎日を!!
出典：ちばのおいもレシピ

レシピ作成・取材協力：大好き！ 千葉の新鮮やさいお料理コンテスト「2006 年優秀賞」
写真提供：千葉県総合企画部報道広報課

ウェブサイト「教えてちばの恵み」では”ちばの食材 ” を使ったレシピを多数掲載しています。

http://www.pref.chiba.lg.jp/ryuhan/pbmgm/

千葉県産の旬の野菜をおいしくするレシピのご紹介です。

さつまいも調理のポイント
　千葉県産のさつまいもは10月～1月が旬です。
　さつまいもを崩さず煮るには、皮を厚くむく
ことが大事です。 皮から2ｍｍ位のところにスジ
がありますので、そこまでむくようにしましょう。
　また、きんとんなどにする時は、切ったさつま
いもを水につけ、水を数回取りかえて十分にア
ク抜きすると、色が鮮やかに仕上がります。

材 料 （4人分）

さつまいも（皮をむいた状態で）	……………… 150ｇ
グラニュー糖	…………………………………… 100ｇ
卵…………………………………………………… 3個
生クリーム	……………………………………… 100ml
牛乳……………………………………………… 200ml

バニラエッセンス	 ………………………………… 少々
ナツメグ
シナモン

＜カラメル＞
グラニュー糖	………………………………………50ｇ
水……………………………………………… 大さじ4

作り方

①	小鍋にグラニュー糖と水大さじ2を入れカラメル化さ
せた後、残りの水大さじ2を加えのばして、ケーキ型
に入れる。

②	さつまいもの皮をむき、小さく切って蒸す。 その後
に裏ごしし、ボウルに入れる。

③	②にグラニュー糖、卵、牛乳、生クリーム、バニラエッ
センス、ナツメグ、シナモンの順に加える。このとき、
グラニュー糖はふるいながら入れる。

④	①の型に③を流し入れ、湯をはった天板にのせ、180
度に温めたオーブンで約30分焼き、冷蔵庫で冷やす。

さ つ ま い もプ リン

さつまいもが
美味しい季節です♪
この時季ならではの
手作りデザートを楽しみましょう。

、

さつまいも
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テーマ採用
プレゼントについて

1

名前・住所などが
内側になるように

今後とも、できるだけ多くの皆さまの
ご希望にお応えしてまいります。
たくさんのご応募お待ちいたしてお
ります。

封書の投函方法

折りまげる

投函部分を
切り離す

2

3 方をテープで留めてください。

3

〒

4

恐れ入りますが、
82円切手を貼って
投函してください。

テーマが採用された方は、
ドク太＆ナーピーの図書
カードを差し上げます。

※絵柄は変更の場
合がございます。

※同テーマで応募多数の場合は、抽選とさ
せていただきます。

り谷　　折　　

ミレニアム読者コミュニケーションカード

］
1. 何号をご覧になりましたか？
［　　　　　　号］

2. 読者プレゼント希望
［ 品名：

］

お　名　前

（ふりが な）

1. 男

齢年　　　

2. 女

〒
ご　住　所

Ｔ　Ｅ　Ｌ F　A　X

本誌
入手先

バック 希望号数と冊数

3. この号で特に興味を持った、印象に残ったページは？

4. 取りあげてほしいテーマはありますか？

5. 間違い探しクイズの答え （クイズに応募する方はご記入ください）
［

6. 本誌に関するご意見・ご感想 他

ナンバー
希望

10歳未満・10 代・20 代・30 代・40 代・50 代・60 代・70 代・80歳以上

※個別の病気につきましてのご質問には応じかねますのでご了承ください。

※バックナンバーをご希望の場合は、P. 20をご覧ください。

テープ止め部分



※詳細は、千葉県医師会広報課までお尋ねください。

山 り　　折　　

広報課　行

2 6 0 6

千葉市中央区千葉港 4-1 

（公社）千葉県医師会　

0 0 2

◎個人情報保護のためお送りいただいた封筒などは（公社）千葉県医師会が保管し、連絡の目的以外に使用することはありません。

※お届けは、送料のみご負担頂きます。

バックナンバーをお届けします！
お申込み詳細は、医師会インフォメーションをご覧ください。

ミレニアム設置場所

82円切手
を貼って
ください

千葉県医師会ホームページでも内容をご確認いただけます。 
URL：http://www.chiba.med.or.jp/

お手持ちの
ハガキでも
OK だよ～。

この用紙には
82円切手を
貼ってピッ！

ミレニアムへの
ご意見ご感想を
お寄せください。

＊お手持ちのハガキ、もしくはこの

）みの方るす加参はズイク※（ 

51号
（2014 冬号） 

紙面に記入しお送りください。
なお、お手持ちのハガキをご利用
の場合は、１～ 6 までの質問に
お答えください。

53号

52号

（2015夏号）

（2015 春号）

「ご存じですか？　痛いだけじゃない痛風の怖さ」／「こむら返りの予防
方法」／「伝染性軟属腫（水いぼ）について」／他
「知ってはいるが、実はあまりわかっていない自律神経失調症」／「思春期
の貧血について（鉄欠乏性貧血）」／他

< がん特別号 >「生きるために、がんを知ろう！」／「運動しないと免疫
はどうなる？～運動で免疫アップしよう～」／他

千葉県内の地区医師会、診療所、病院、千葉
県内の県立・国立病院、市町村役所、出先機
関（健康福祉センター、地域保健センター、
旅券事務所、県民センター）、ちば県民保健
予防財団、船橋市保健所、千葉県内県立高
校、千葉県内特別支援学校、県立図書館（中
央、西部、東部）、県立博物館（中央、関宿
城）、千葉県西部防災センター、県立柏の葉
公園管理事務所、さわやかちば県民プラ
ザ、流山運転免許センター、手賀沼親水広
場水の館、県立青葉の森公園（緑の相談所、芸
術文化ホール）、千葉県文化振興財団、千葉県
文化会館、千葉県東総文化会館、千葉県南総
文化ホール、他



インフォメーション

「かかりつけ医」を持ちましょう 『かかりつけ医』は病気のときだけではなく、予防や健康管

理について適切なアドバイスをしてくれる、身近な開業医

です。 多くの専門医療のネットワークを持ち、治療の道し

るべをつけてくれる頼れる味方です。「かかりつけ医」は身近なナビゲーター

自己診断より、すぐ相談

正解者の中から抽選で 5 名様に
ドク太 & ナーピーのグッズをプレゼント!
P.	19に答えをご記入の上、切り取ってお送りいただくか、お手持ちのハガキに

同様の質問の答えを必ず記載し、ご応募ください。

ヒント:答えは5つ
※	印刷のヨゴレ・カスレは含まれ

ません

	

［応募方法］右の封書をご利用いただくか、お手持ちのハガキに

P.	19の質問の答えを必ず記載し、千葉県医師会「クボタスピアーズ

読者プレゼント係」までお送りください。

クボタスピアーズ 立川直道さん 読者プレゼント抽選
6名様

※	当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。		※平成27年11月30日着分まで有効。

※	当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。 ※平成27年11月30日着分まで有効。

今回のオリジナルグッズは
メモ帳 & クリアファイル

ドク太&ナーピーの間違い探しクイズ
左右の絵で違っている箇所が5箇所あります。右のブロックに当てはめ、記号でお答えください。

ミレニアム	通巻第54 号	2015 年 9月10日発行	公益社団法人 千葉県医師会 〒260-0026	千葉市中央区千葉港 4-1
連絡先　電話 043-242-4271（代）　FAX	043-246-3142　E メール	kouhou@office-cma.or.jp

ホームページ	http://www.chiba.med.or.jp

編集・印刷/株式会社	集賛舎

◎	個人情報保護のため、お送りいただいたハガキなどは（公社）千葉県
医師会が保管し、連絡の目的以外に使用することはありません。

ミレニアム
定期購読のご案内

本誌は年間4回の発行です。 定期購読を希望される方は送料のみご負担ください。
送料は年間560円です。郵便切手（140円×4枚）を同封のうえ、郵便番号・住所・氏名・
電話番号・購読開始号を必ずご記入のうえ、千葉県医師会広報課あてにお申し込み
ください。

お申込み・お問合せは下記の連絡先 広報課まで 

前号の答え
A・D・I・K・L

立川直道選手サイン色紙 …………………… 3 名様
オリジナル折りたたみ傘 …………………… 3 名様

21



ホテルポートプラザちば

【お申込み先】

〒260-0026
千葉市中央区千葉港4-1
千葉県医師会地域保健課

千葉県医師会地域保健課

● 事務局へ郵送（ハガキ）の場合

なお、参加希望の方は、恐れ入りますが氏名およびご連絡先を
ご記入の上、下記宛までにハガキまたはFAX等で事前の申し
込みをお願いいたします。※当日の直接参加も可能です。

記入例

守ろう、県民の“こころ”と“からだ”
開催日 11／3 火・祝
平成27年

会　場 ホテルポートプラザちば
2階 ロイヤル
千葉市中央区千葉港8-5 TEL 043-247-7211（代表）

FAX 043-246-3142
TEL 043-242-4271（代表）

● FAXの場合

1．氏名　○○○○
2．連絡先
　　電話○○○-○○○○
3．参加人数　○人

11/3
県民公開講座を
申し込みます。

千葉県医師会県民公開プログラムのお知らせ

時　間 13:10～15:10
演題名  Ⅰ 「認知症の早期発見･予防･地域での取り組み」

千葉大学医学部附属病院神経内科講師 　   平野　成樹　先生
演題名 Ⅱ「発達障害とは何か－間違いだらけの発達障害診断－」

昭和大学発達障害医療研究所所長　          加藤　進昌　先生

   座長 ： 千葉県医師会副会長　森本　浩司　先生★ 県民公開講座

皆さん
ぜひ来てね！

時　間 15:20～17:00★ 県民公開シンポジウム
まさかの時の対処法～県内救急の現状：様々な立場から～
座長 ： 千葉大学大学院医学研究院救急集中治療医学教授　織田　成人　先生
　　　　　　　　　　　　　　　　　千葉県医師会理事　宍倉　朋胤　先生

テーマ

千葉県医師会館

Ⅰ「薬物依存・危険ドラッグに関する救急対応等」　埼玉県立精神医療センター副病院長
 兼精神保健福祉センター副センター長　成瀬　暢也　先生
Ⅱ「小児に対する事故の無い処置方法」 国保旭中央病院小児総合診療部長　北澤　克彦　先生
Ⅲ 「千葉県母体搬送ネットワークの現状と課題」  
 亀田総合病院産科部長兼総合周産期母子医療センター長　鈴木　　真　先生
Ⅳ「救急要請から病院まで～救急搬送の現状と新しい取り組み～」
 千葉大学医学部附属病院救急科・集中治療部講師　安部　隆三　先生
・ 質疑応答（20分）

参加無料


